
産学公連携
事業の展開

「知の融合」 研究システム 「異世代交流」教育システム
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桜の森カレッジの単位化、コース化

山口県

関係機関
職能団体

地域住民

山口県立大学は、  共生研究システム  と  共生教育システム  の展開により、
　     地（知）の拠点として地域活力を創生するエンジンになります。

地域課題についての
実践的研究

地域の教育力を生かす
大学教育

「知の融合」と「異世代交流」による地域活力の創生

効果：地域の未来を切り拓く実践的知力の錬磨 効果： 豊かな社会性と地域マインドの醸成

●異世代交流学習拠点「桜の森アカデミー」の創設●県政・県民のシンクタンクとしての機能強化

①住民と学生が共に学ぶ共学システム
　アクティブ・ラーニング方式

②履修証明制度による系統的な公開講座
　「やまぐち学マイスター」の認定　「健康づくりマイスター」の認定

③実践的な学習効果の発揮
　地域観光ボランティアとして活躍　地域活動のリーダーとして活躍

①少子高齢社会における３つの地域課題への挑戦

　健康福祉社会づくり研究・・・健康づくり
　ライフイノベーション研究・・新産業創出
　「やまぐち学」研究・・・・・山口の魅力発見とまちづくり

②知の融合によるダイナミックで実践的な研究

　学部・学科を超えた学際的な研究チーム　（Multidisciplinary）
　産学公連携による協働研究体制づくり (Cross-Border Cooperation)

③研究成果を積極的に地域社会へ発信・還元


